













































































































































































































































































































































































るものにしようと身構えている者の想念（la pensée de l`home qui prêt 












ことであります。それと申しますのも、刑罰の苛酷さ（sévérite de la 
























































社会を形成するようになってからは（dans l`etat de la société）、個


























に 官 吏 の 眼 に 焼 き つ い て い る 恒 常 的 な 意 思（une volonté 






















































































⑷ 沢登佳人「近代刑事訴訟法の真髄デュポール報告について　フランス 1791 年刑事訴
訟法典提案趣旨説明の解説と全訳」法政理論（新潟大学法学部）17 巻 3 号（1984 年）
43-145 頁（本稿では沢登・45 頁の如く略記する）、沢登佳人校閲 /藤尾彰訳「〔資料〕
犯罪被害者と検察審査会制度（上）（福井） 97
フランス 1791 年刑事訴訟法典草案に関するデュポール報告」法政理論（新潟大学法
学部）22 巻 2 号（1989 年）56-151 頁（本稿では、藤尾訳・56 頁の如く略記する）。
⑸ 澤登文治『フランス人権宣言の精神』（成文堂、2007 年）411 頁。
⑹ 日本科学者会議思想・文化研究委員会／編『道徳を問い直す』（水曜社、2003 年）76
頁（岩間一雄）。









刑事法の理念と現実―フランス革命 200 年を機に―』（立花書房、1991 年）15 頁以下
参照。
⒁ 従来の専制主義の下での「公序」概念に代わる新しいそれを打ち出そうとしているの
である（沢登・55 頁下段 -56 頁上段参照）。
⒂ 藤尾訳・58 上段 -59 頁下段。
⒃ 藤尾訳・75 頁下段 -76 頁上段。
⒄ 藤尾訳・60 頁下段。
⒅ 沢登・56 頁下段。
⒆ 沢登・57 頁 -59 頁上段。
⒇ 藤尾訳・61 頁下段 -64 頁上段。
21 藤尾訳・64 頁上段 -65 頁下段。
22 沢登・59 頁上段 - 下段。
23 これと同旨の主張はモンテスキウやベッカリーアによって行われていた（モンテスキ
ウ /野田良之ほか訳『法の精神（上）』〔岩波文庫、1989 年〕174 頁、178 頁以下、チェー
ザレ・ベッカリーア /小谷眞男〔訳〕『犯罪と刑罰』〔東京大学出版会、2011 年〕41 頁、
86-88 頁、91-94 頁参照）。




26 藤尾訳・67 頁上段 - 下段。
27 藤尾訳・89 頁上段 -92 頁下段。
（続く）
